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1. はじめに 
感染症対策として，大学においても混雑を回

避することが求められている．本研究では，マ

スクを外して飲食する食堂の混雑を緩和するこ

とが，感染予防に対する効果が高いのではない

かと考え，食堂混雑緩和に取り組む． 

食堂利用者の行動には，(1)昼休みに利用が集

中する，(2)食堂に行ってみないと混雑状況がわ

からない，という 2 つの特徴がある．そこで，

食堂に行く前に混雑状況がわかるようにするこ

とで利用者の意思決定を支援し，昼休み以外の

時間にも食堂を利用してもらうことができれば，

混雑緩和につながると考えられる． 

このために，食堂内にカメラを設置し，撮影

された画像をキャンパス利用者が行き交う校舎

の入口に設置したモニターに提示するシステム

を開発した．校舎の入口で食堂の混雑状況を把

握できれば，いま食堂に行くべきかあとで食堂

に行くべきかの意思決定を支援できるのではな

いかと期待できる． 

本論文では，まず，開発したシステムの仕組

みと運用方法について述べる．その後，システ

ムの効果を検証するために行ったオンライン調

査について述べ，それをもとに議論する． 

 

2. 食堂混雑緩和の取り組み 
論理的には図 1 に示す通り，校舎の入口から

離れた食堂で撮影されたカメラ画像を，校舎の

入口に設置しているモニターに転送するように，

システムは動作する．このとき，個人情報保護

の観点から，画像から個人が特定されないよう

カメラ画像にはぼかし効果を入れる．転送され

たカメラ画像は，撮影日時とともに，モニター

に表示される． 

図 2 は，入口モニターの設置状況を示してい

る．校舎入口を通行する者が都度確認できるよ

うに，体温が表示される検温モニターに並ぶよ

うに配置して，通行時の体温のチェック時に食

堂の様子が目に入るように意図した． 

 

 

 

 

一方，実装は図 1 に示した論理図とは異なり，

食堂カメラと入口モニターのコンピュータが直

接データのやりとりを行うのではなく，間にウ

ェブサーバを介してデータのやりとりを行う形

で，3 つのシステムが協調動作している(図 3)． 

より具体的には，食堂カメラのシステムは，

画像を取得してぼかし効果の画像処理を施した

あと，HTTP リクエストによりウェブサーバにカ

メラ画像と撮影日時をアップロードする．入口

モニターのシステムは，実際にはウェブブラウ

ザであり，カメラ画像と撮影日時を内包するウ

ェブページを，HTTP リクエストによりウェブサ

ーバから取得して画面に表示する． 

ウェブサーバは，カメラ画像とその撮影日時

を対応付けて保持するようにし，ウェブページ

取得のリクエストを受け取る際には，最新の画

像が表示されるように，動的にウェブページを

構成する．このウェブサーバの構築は，先行研

究の情報集約基盤[1]の利用をベースとしている． 

食堂カメラのシステムから画像のアップロー

ドを行うのは，食堂の営業時間のみとなるよう

プログラムで制御しており，1 分に 1 度の頻度で

静止画像をアップロードする設定で運用してい

る．また，ウェブサーバは，営業時間であれば

最新のカメラ画像を表示するようにして，営業

時間外であれば営業時間を案内する固定画像を

表示するようにしてカメラ画像は表示しないよ

うに，ウェブページを構成している．入口モニ

ターのシステムは，営業時間であるかに関わら

ず 1 分に 1 度の頻度でウェブサーバに HTTP リク

エストを送信している．ただし，前述のウェブ

サーバのウェブページ構成の動作により，営業

時間であるかによって画面表示が切り替わる． 

本論文の実装においては，最も利用されてい

る 2 つの校舎の入口に食堂モニターを設置して

おり，どちらの校舎を通行する際にも同じウェ

ブページ・同じカメラ画像を確認できるように

している． 

 

3. 効果の検証 
本研究の食堂混雑緩和の取り組みがどの程度

の効果をもたらしているかを確認するため，オ

ンラインフォームによる検証調査を実施した． 
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図 2  校舎入口の食堂モニター 

 

調査は，システムが設置されているキャンパ

スに通学する学生を対象として，(1)食堂混雑緩

和システムが稼働していることを調査前に知っ

ていたか，(2)食堂混雑緩和システムを食堂へ行

く行動の意思決定に利用したことがこれまでに

あるか，(3)自由記述による意見・要望・コメン

トの 3項目への回答を求めた． 

当該キャンパスでの授業担当者による呼びか

けと，入口モニター周辺での声かけにより調査

参加者を募り，117 名の回答を得た．その結果，

システムが稼働していることを調査前に知って

いたのは 23.1%(27 名)であり，意思決定に利用

したことがこれまでにあるのは 10.3%(12 名)で

あった．予想以上に稼働を知られていない現状

であり，稼働を知っている回答者も半数以上が

意思決定に利用したことがないことから，効果

はかなり限定的であると言える． 

システムの稼働については，学内ポータルサ

イトへの掲出やシステム稼働場所での掲示を行

っているが，まずはより周知をしていくことが

第 1 の課題である．「認知していなかったがぜ

ひ利用してみたい」・「システムのことをもっ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  システム構成 

 

と推すべきだ」という存在を知らなかった回答

者の自由記述の回答もあった． 

一方，「利便性が高くよく見ている」という

旨の自由記述の回答も 2 名あり，意思決定に利

用したことがある回答者には，意図してモニタ

ーを確認している者もいることが確認された．

このような回答者の声も参考にしながら，利便

性を追求していくことも第 2の課題である． 

 

4. まとめ 
本論文では，食堂の混雑緩和を目的とした食

堂内のカメラ画像を校舎の入口に提示するシス

テムについて述べた．オンライン調査を実施し

たことにより，課題が浮き彫りになった形であ

るが，その結果をふまえて改善を重ねていく予

定である． 
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図 1  画像提示による食堂混雑緩和の取り組み 
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